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阪神 ・淡路大震災 に 関す る 関西支部 （被災地 域）

　　　　会員 ア ン ケ
ー

ト調査報告 〔そ の 2 〕

一
自由記述式に よ る

一

阪神 ・淡路大震災調査研究特別委員会準備委員会

　　　　　　　　　委員　今 井 範 子，野 田　 隆

　調査 内容 は そ の 1 ・表 1 に 示 した が ，その 2 で は，

残 りの 調査 内容す べ て を報告す る．調査 の 概 要，回答

者の 概要に つ い て は，そ の 1 を参照 され た い ．

　1．地震発生時 の 様子

　ω 　地震発 生 時の行為と状 況

　発生時刻が真冬 の 午前 5 時 46 分 で あ っ たため ， 「就

寝 中」が 7 割強，「布 団 の 中で起 きて い た」が 1割強

で あ り，多 くの 者が寝室内で 地震を体験 した こ とが，

こ の 地 震の 特徴で ある （表 1）．揺れ の 様子，もの が

飛び ， 散乱 した様子 ， か らだ自体が飛 ば され た 様子 ，

タ ン ス や 本棚 な ど が 身体の 上 に倒れ て きた り，そ の 場

で 荷物 に うず もれ た様子 な ど，そ の時の 状況 が種 々 記

入 され て い たが，紙面 の 関係上割愛す る．

　  　と っ さの 行動 （表 2）

　全 て の 回答者が 目を覚 ま し，何 ら か の行動をと っ て

い る．最 も多い の が 「布 団 の 中 に もぐり込 む」 と い う

動作 で あ る．就寝 中 に 地震 が起 こ っ た こ とか ら
， 即座

に身を守る行動 として多 くの者が とっ た．厚い 綿布団

などは，襲い 被 っ て きた もの か ら身を守る役 目を，少

なか らず果た した ．夏 なら違 っ た 状況 に な っ て い た と

思 わ れ る．つ ぎに ， 大声 で 「家族 の 無事 を 確認」 「揺

れ に身を まか す」が多 く，あ ま りに大きな揺れ の ため ，

そ の場か ら動け る状況 で は なか っ た こ とが わか る．

　（3） 少 し落ち つ い て か ら の行動 （表 3）

　停電 したた め 懐 中電灯 を探す者が，被害 の 大 きか っ

た 兵庫 の 2 地域 に と くに多い ．所定 の と こ ろ に な く，

ど こ か に 飛ば さ れ た りうずもれ た か ら で ある．ラ ジ オ

を探 し た者も存在 し，非常 時 に 分か りや す い こ れ らの

常備位置 と置 き方 に，注意が必要 な こ とが わ か る．そ

の まま明 る くな る の を 待 っ た 者 も少な くな い ．「自宅

の 被害状況 の確認」「家族の安否の確認」「近隣との声

の かけ合 い 」 とい っ た確認行為 を多 くの 者 が して い る．

電話は直後は 通 じた が
， す ぐ不 通 に な っ て い る．外 に

出 た 者 は，被害 が 甚大 で あ っ た 【兵庫 A 】で 多く，避

難と状況確認 の 行動で あ る．「片付 け」は，足 の 踏 み

場 もな い ほ ど散乱 した もの ，ガ ラ ス の 破片 な ど を片付

け た もの で
，

と りあえ ず通路確保 の た め に 必要 で あっ

た ．な お ，素足 で は危な くて歩けず，履物が必要で あ っ

た．身近 に あ っ た ス リ ッ パ を使用 した人 もい た が，そ

れ もなかなか見当 た らない 状況が 多か っ た．非常時 グ ッ

ズ に，運動 靴 の よ うな 活動 し や す い 履物は 必要 な もの

で ある．兵庫で は，停電 の ため，さら に テ レ ビ 自体が

転倒 した り壊れ た た め ，テ レ ビ を つ け た 者 は 殆 ど な く

ラ ジ オ （電池式） を つ け て い る．【兵庫 A 】で は
，

ラ

ジ オ を つ け る こ と が で きた 者も少な く，どこ で 何が 起

こ っ たかの 情報が極 め て 入 りに くか っ た様子がわか る．

【兵庫 B 】で は，【兵庫A 】 と 同様，テ レ ビ をつ け る こ
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表 1．地震発生時の行為 表 2．地震発生時
一

とっ さの 行動

L就 寝中　　　　　　116（73．4）
2．床の 中で 起きて い た 20（12．7）
3．食事準備，食事中　　3（　1．9）
4．身支度 仕事中etc ．15（ 9，5）
5．自宅外 （出動 途中）　 2（　1．3）

無回答　 　　　　　 2（　1．3）

兵庫A　　　兵庫B　　 大阪府下　　大 阪市

計GD 158（100．0）

L揺 れに 身 をまかす　 　 　 　　 7（ 12．7）　 2（ 6．9）　 to（25，0）
2．布 団の 申に も ぐり込 む　 　　 圏（52．7）　 ll（ 37．9）　 IS（32．5）
3．机 の 下，コ タツ に もぐり込 む　 1（　 L8 ）　 2（ 6．9）　 1（ 2．5）
繍姦縫ぢ鍍享旻え る 1〔 、．，） ll嬲 1［謝
6．懐 中電灯 を探 す　　 　　 　　 　2（　3．6）　　 2（　 6．g）　　 o
T．防災行為

’
　 　　 　　 　　 　 5⊂　9．1）　　 0　　　 　　 4（10．0）

8．家旋 の 安否を確 認
岡

　　 　　 10（ 18．2）　 　 7〔24．【）　 　 4（ 10．0）
9．そ の 他

’＋v
　　 　 　 　 　 　　 3（ 5．5）　 8（2T．6）　 6（ 15．O）

無回答　　　　　　　　　　 2（　3．6）　　o　　　　　 且（　2．5）
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　 　 　兵庫　　　　　　　 大阪

兵庫 A ：　 兵庫 B ：　 　 大阪府下 ： 大阪市：

神戸市　　神戸市　　　池田 市 8　東淀川区
須磨区11 西区 　 4　 豊 申市16　阿 倍野区
長 田区 1 垂水区 4　 箕面市 S　　 各4
兵庫区 1 北区　 3　 吹田市 7
中央区 2 明 石 市 2　 その他 i 都島区

灘 区　 6　三 木市 2　 　　　　　 城東区
東灘区 9　宝 塚市 8　　　　　　 旭区
芦屋市 7　伊丹市 2　　　　　　 天王 寺区
西宮市皇8　川西市 3　　　　　　 住吉区
　 　 　 不明　 1　 　 　 　 　 　 　 各2

　　　　　 図 1，地域分類

計（沿 55（100．0）　　 29（LOO．0）　　40（100．0）　　芻 （100．　O）

福島区
淀 川区
北区
西区
中央区
生野区
浪速区
東住吉区

住之江区
不明　各 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔複数回答 〕

，；灘 讐藁論二蠢
消す・ドアをm けるなど の 2次災豁 防 ぐ行為

ttt ： ベ ッ ドや 柱 に しがみ っ く．＄屋か ら出る．タン ス の 下敷 き．　 etc ．

表 3．地 震発生時
一

少 し落ち つ い て か らの 行動

兵 庫A 　 　兵 庫 B　 　 大阪府 下　 　大 阪市

と が で きた 者 は 殆 どい な い が ，ラ ジ オ を つ け た者は か

な り多 い ．大阪 の 2 地 域 で は，テ レ ビ と ラ ジ オ をつ け

て い る．早 く情報 を得ようとす る 行動が 目立 つ ．「水

の 確保」は，集合住宅 で は給水槽 に 残 っ て い る水 をす

ぐに浴槽 に貯め た り，
まだ出 る水道水を浴槽や ポ リ タ

ン ク，やか ん な どに汲み 置 くこ とを し て い る．断水を

予期 し て の行動で あ る．

螺轟纏黔
待 つ

　　lll擺l　 ll｛嬲 1（ 2．5） 婁（ 7．．L）
3．防災行 為　 　 　 　　 　 　 　 　4（ 了．3）　 6（20．T）　 5（且2．5）　 5（ 17．9）
4．家族の 安否 を確認 　　　　　 9（16．4）　 5（且7．2）　 6（15．0）　 7（25．0）
5．電話を か ける 　　　　　　　2（　3．6）　 0 　　　　 夏（　2．5）　 2（　7．D
6．ラ ジオ を探す 　 　　　　　 　且（　L8）　 3（to．3）　 0　　　　 0
7．ラ ジオ をっ げる　 　 　 　　 　 6（ 10．9）　 11（ 37．S）　 5（ 12．5）　 3〔 10．7）
8．テ レ ビ をっ げる 　 　 　 　 　 e 　 　 　 1（ 3．4）　lt（27．5）　 7（25．O）
9．身 支度 ，服 を着 る　 　 　 　 　 9（ 16．4〕　 3（ LO．3）　 1（ 2．5）　 3（ 10．7）
le．外 に 出 る　 　 　 　 　 　 　 12〔21．8）　 1（ 3．の　 ［（ 2．5）　 3（ 且0．7）
lL 近 隣と の 声の か け合い 　　　 7〔12．7）　 0　　　 　 2（ 5．の　 1（ 3，6）
12．自宅の 被 害状 況の 確認 　　　lt（ 20．0）　to〔 34．5）　18（ 45．0）　10（35，7）
量3．水 の 確保 　　　 　　　　　 L（　L8）　 4（13．S）　 1（ 2．5）　 2（ 7．D
14．片付 け　　　　　 　　　　 9〔 16．4）　 5（　 17．2）　le（％ ．O）　 3（10，7）
15．近 くの 避 難所に 避 難　　　　3（ 5．5）　 1（　3．4）　 0　　　　 0
16．出動 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3（　5．5）　　0　　　　　　　　1（　2．5）　　1（　3．6）
且7，そ の 他 　 　 　 　 　　 　 　 　 　4（　7．3）　 5〔且7．2）　 5（12．5）　 3（ 10．7）
　 無 回答 　　　　　　　　　　 2（　3，6）　 巳〔　3．4）　 1（　2．5）　 0

計a ） 55（且00．0）　29（100．0）　 40（100．0）　 28（10D．0）

〔複数 回答 〕

　2．地震 当日 （1／17）と地 震翌 日 （1／18＞の 行動

　回答者とそ の 家族も含め て ，ど の よ うに過 ご した か

をたずねた．

　（1） 1月 17 日 （当 日） の 行動

　図 2 に 示す よ うに
， 被害大 地 域 の 【兵庫 A 】 と他の

地域 で は，様子 が か な り異 な る．【兵庫 A 】で は，「救

助活動j 「避難所に避 難」「親戚 ・知人 の 所に避難」と

い う行動 が存在す る ．また，転倒 し た家具 や散乱 した

もの の 「片付 け」 が 半数を超え る （倒壊家屋 か ら貴重

品 や 衣類を取 り出す作業を含む）．「安否 の 確認 （電話

に よる）」 は，他地域 よ り少な い ．【兵庫 B】と 【大阪

府下】で は
， 「ラ ジ オ ・テ レ ビ に 釘付 け」「片付 け」

「安否確認 ・連絡」が記入 の 多か っ た行動で あ る．「安

否の 確認 ・連絡」は電話 に よ る もの で あ り， 電話が通

じなか っ た り，公衆電話を長時間待つ とい う状況が 多

く記 入 さ れ て い た．地 震 後 しば ら くす る と回 線 が パ ン

ク し，大阪，兵庫の 電話 は殆 どつ なが らなか っ た．ま

た，出勤 して ，ある い は 自宅 の 電話か ら 「職場や学生

の 安否 を確認」する 者が，
一

定 の 割合で 見 られ た．

【大阪市1 で は ，「出勤」「出勤す る が交通機関が 不通

の ため 引 き返す」が半数 を超え る．

　 また ，「水 の 確保」 と 「食料品などの 買い 出 し」が

兵庫の 2 地域 に相対的 に多 く，常備 して い なか っ た様

子が示 され て い る ．

　（2） 1 月 18 日 （翌 日〉の 行動

　翌 日 に な る と （図 3），兵庫の 2 地域 で は，「水の確

保」 と 「食料品 の 買い 出 し」が さらに多 くなる．水汲

み （給水車 ， 井戸水，湧 き水な どか ら）， 水探 し に 明

け暮 れ た
， 長 時間並 ん で確保 した ，ス ーパ ーで ミ ネ ラ

ル ウ ォ
ー

タ
ー

を求め た とい っ た記 入が多 くみ られ た ．

食料 品 は，ス
ーパ ー

な どで 求 め て い た が，すで に店に

食料 品 は な か っ た と い うケ ー
ス が散見 さ れ た．

　【兵庫 A 】で は，「避難 （親族，知人宅）」が前 日 よ

りも増 えて い る ．また ，「ラ ジ オ ・
テ レ ビ の 視聴」 は

，

当 日も翌 日も こ の 地域 だけ は少な く，翌 日 の行動は，

避 難 ，水 ・食料 の 確 保 ，片 付 け ，出 勤 とい う，主 と し

て 4 系統の 行動 に 分類 され る．

　全地域 を通 じて ，翌 日に な る と 「出勤」 し た者が か

な り増える．引き続 き，「安否の 確認」「片付け」が行

わ れ て い る が ，前日 よ りは少な くな る．
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1．救 助活 動

2．避 難 所【こ避 難

3．親 族
」

知 人 の 所 へ 避 難

4．親 族 な ど に 会 い に 行 く

S．安 否の 確認 。
連絡 （観 族，知 人 ）

6．近 所 の 様 子 を 見 て ま わ る

7．水 の 確 保
8．食料品な ど の 買 い 出 し

9．ラ ジ オ ，テ レ ビ に 釘 付 け

IO．す ぐ逃 げられ る準備
11．片付 け

12．食事 を と る

13．被 災親 族．知 人 の 受入 れ

14．安 否 の 確 認 ・連 絡 （職場 関係）

15．出動す る が 引き返す

16．出勣

17．そ の 他

　 無 回 答

＊ 親，子 供，き ょ うだ い ，親戚

【兵庫 A 】

）

【大 阪市〕

　

髷

図 2，地震当日 の 行動

1．避簸 所 に避 難

2．親族
’

知 人 の 所 へ 避 難

3．安否 の 確 認 ・連 絡 （親 族 ，知 人 ）

4．近 所 の 様 子 を 見 て ま わ る

5．水の 確保
6．食 料 品 な ど の 買 い 出 し

7．ラ豺 ，テPEを 視 聴 して 過 ご す

8．片付 け
9．食事 を とる

10．修 理 の 電 話 をす る

11．被 災 蔑族 ，知 人 の 受 入 れ

12．安否 の 碓 認 ・連 絡 （馳楊 関 係 ）

t3．出動
14．その 他

　 無 回 答
＊ 親，子 供．き ょ うだ い ，親 戚

　
　
　

図 3．地震 翌 日の 行動

　 3．住 宅の移動状況 （表 4）

　地震時に住ん で い た住宅 から，移動の あ っ た者は，

全体で 2 割強存在す る （表 4a ）．1兵庫 A 】で は 5割

が移動を経験 して い る．移動回数 は
，

2 回 ， 3 回が中

心 で あ る が ，な か に は 4，5 回 も存在す る （表 4b ）．移

動 先 は ，表 4c の よ う に，個人 の 事情 に 応 じた 先 に 移

動 して い る が，実家 と兄弟姉 妹宅 に 身 を寄 せ た 者 が 非

常 に多い ．なお ， 調査時点 で は ，仮設住宅に住む回答

者は存在し なか っ た．地震前の住宅 と異な る住宅 に住

む者 は，18 入 （11％ ）存在 し ， そ の うち新 しい 住宅

に入居した者 を除 くと
， 12人が まだ 避難 して い る ．

　4．生活困難 （不足 した こ と ・困 っ た こ と）
一

被災

　　 当時 と調査時点 に お ける一

　回答者 の 記入内容を類別 ，
カ テ ゴ リ

ー化 し， そ れ に

従 っ て 整理 し た．

　（1） 被災当 時，最 も不 足 して い た こ と ・困 っ た こ と

　兵庫と大 阪で は
， 状況 は 全 く異 なる （表 5a）．被害

の 大 きか っ た兵庫 の 2地域で は，水に 関する こ とが最

も多い ．「飲料水 の 不足」も大 きい が，「トイ レ の 水」

に最も困っ た とい う記述が非常に多くみ られた．さら

に，洗濯，手を洗 う，洗面，料理等 々 の 生活用水 の 不

足 が 大 きか っ た ．「水 の 運搬」は
， 給水車か ら ポ リ タ

ン ク等で 運搬 する大変さ であ り，エ レ ベ ー
ターの 停止

した集合住宅 で は，と りわけ大変な作業 で あ っ た こ と

や ，高齢者 の 回答に，腰痛 や 肉体 的疲労の 原 因 に なっ

た とい う記述 が 何 ケ ー
ス か 見ら れ た．腰痛な どは 2次

災害 とい える ．暖房，料理，入浴に 困っ た こ とは，す

べ て ラ イ フ ラ イ ン の 不通 に よ る．

　「情報 の 不足」 も大 きく，詳 しい 内容 は後述する が ，

電話 が つ な が ら ず，親族 や 知人 の安否が わ か ら な か っ

た こ と，テ レ ビ や ラ ジ オ を使えな く何処 で どの 位 の 規

模 で 起 こ っ た の か と い う情報が得 られ なか っ た こ と
，

そ の 後は
， 給水場所 は ど こ か

， 給水車 は い つ 来 る の か

とい っ たそ の 居住地 レ ベ ル の 生活情報が極め て 不足 し

て い た こ とで あ る．さら に，
“

テ レ ビ，ラ ジオ は 当事

者向け で な い 情報ばか りで ，そ の 地域 の 被災者が必要

と し た 情報が 得 られ な か っ た
”

な どの 記述 が多 く見 ら

れ，被災者 自身に とっ て本当に必要な情報が 得ら れな

か っ た こ とが大 きな問題 で あ っ た．
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　　　　　　　　表 4．住宅 の 移動状況

表 4a．住宅移動の 有無

兵庫 A 　　兵庫 B　　大阪府下　　大阪市　　不明 計（D

表 5．生活 困難 （不足 した こ と ・困っ た こ と）
一

被災時

　　　　と調査時点 に おけ る

　表 5a．被災当時，最 も不足 した こ と ・困 っ た こ と
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　　　　　　　29〔52．7）
　　　　　　　34（　61．8）
　　　　　　　26（　47．3）
　 　 　 　　 　 　 2（ 3．6）
　　　　　　　27〔49．1）
　 　 　 　　 　 　 8（ 匚4．5）
　 　 　 　　 　 　 4（ 7．3）
　　　　　　　13（　23．6）
　　　　　　　 4〔 7．3）
　　　　　　　 9（ t6．4）
　 　 　 　　 　 　 13（　23．6）
　　　　　　　 S（16．4）
　　　　　　　 1（ 1．8）
　 　 　 　　 　 　 7（ 星2．T）
日用　が 品切れ　0
　 　 　 　　 　 　 2（ 3．6）
　 　 　 　　 　 　 7〔 12．7）
　　　　　　　 3（ 5．5）
　　　　　　　 1（　1．8）
　 　 　 　　 　 　 2（ 3．6）
　 　 　 　　 　 　 8（ 14．5）
　 　 　 　 　 　 　 0
　　　　　　　 2（ S．6）

且4（　4S．3）　　　1（　2．5）　　1（　3甲6）
15（　5夏．D 　　　2（　5．0）　　2（　7．1）
9（3LD ）　　 0　　　　　　　1（　3，6）
1（　3．4）　　　1（　2．5）　　 1（　 3．6）
9（　3LrO）　　　D　　　　　　　1（　3．6）
4（ 13．8）　　 o　　　　　 o
2（　 6．9）　　 0　　　　　 1（　 3．6）
9（　3LO ）　　　0　　　　　　　0
3（　10．3）　　　　D　　　　　　　　　O
8（　27．6）　　14（　35．0）　　7（　25．0）
6（　20．7）　　　6（　且5．0）　　 6（　2亘．4）
3（　10．3）　　　　1（　　2．5）　　　0
2（　G．9）　　0　　　　　 0
2（　 6．9）　　　0　　　　　　　　0
0　　　　　　4（le．の　　3（ 且0．7）
1（　3．4）　　0　　　　　 0
4（　13．8）　　　　5（　塵2．5）　　　O
o　　 　　 　　 o　 　　　 　　 o
l（　3．4）　　 1（　2．5）　 O
l（　3．4）　　 1（　2．5）　 O
l（　3．4）　　　匚（　2，5）　　O
o　　　　　　　　　9（　肥 ．5）　　 8（　28．6）
0　　　　　　　　4（　10＿0）　　4（　14r3）

表 4c．住宅 の 移動先
一

移動ありに つ い て
計 OD 55（10D．0）　 29（100．　O）　　40（leO．0）　　2S（100．0）

1欝 繩

灘輔 ｝鸚
計 （D en（100．0）

零

矣阜二霧舗棄、 、c．
〔鰍 醐

表 5b．被災当時，他に不足 した こ と ・困 っ た こ と

4）◆食 事作 れず ．◆手 浅い で きず．◆ 洗面 で きず．◆ 濁 った 水 ．etc ．〔複数 回答 〕
T）■ TV か ら情報入 らず．◆ ガ ス

・石 油で 貼 くも の で も電 気が な い と作 動 せ ず．etc ．
1の◆ 電睹不通．◆公衆電酳 しか 使え ない ．◆ テ レホ ン カ ード．10円玉 がな い，
14）◆乾 電池 （5）．◆カ セ ッ トコ ン ロ ．◆ ガ ス ポ ン ペ ．◆ 電気 コ ン ロ ．
16）◆ TV が 壊れ 情報入 らず ．◆ タ ンス が壌 れ中 の もの 取 り出せ ず．　 etc ．
IB）◆ ゴ ミ の 土埃．◆車の 不 法駐 車．◆路上 の例 壌家屋 ．
20）◆安否 の心配 （2）．◆復旧の 目処た たず．◆小さな子 供をかか え余計な心 配．◆余

　 霞 の 恐怖 ．
21）◆教助す る の に 必要 な透 具が ない．◆怪 我人 を助 ける適 具，秦．場所が ない ．○

　 避難 所 の プ ライ バ シ
ー

が な い ．◆片付け．etc ．
1 ：ガス と記 入の あ った もの （料 理，暖房．入 浴 等が で きな い こ とを意 味す る）．

零 零：災害時 を想定 した 衣 服や 靴を 用意 して い なか った とい う回答を含む ．

表 5c．現在，生活全般 の 中で 不足 して い る ・
困 っ て

　　　　　い る ・気掛 か りな こ と

兵 庫 A　　兵 庫 B　　大阪府下　　大阪市

兵庫A 兵庫 B　　大 阪府 下　　大阪市

且．水 　　　　　　　　 　　　15（2T．3）
2．電気 　　　　　　　　　 1（　1．8）
3．ガ ス 　　　　　　　　　　7（ 12．7）
4．入浴 　　　　　　　　　　9（16．4）
5．電話　　　　　　　　　　　　　　　10（　18．2）
6．情艱 　　　　　　　　　　　　　　　？（　12．7）
7．食科 　　　　　　　　　 了（12．T）
8．B 用品 　゚ 　 　 　 　 　 　 5（ 9．1）
9．物の 壊れ　 　　 　　 　　3（ 5．5）
kO．建物 の 安全性　　　　　　匚（　1．8）
lt．交通 　　　　　　　　　1且（踟 ．0）

12．生 活環境
’
　　　　　　 3（ 5．5）

13．磯院　　　　　　　　　　　　　　　2（　3．6）
14．椿 神的疲 労，心 配，不安　2（　3．6）

星5，肉体的疲 労 　　　　　　　匚（　1．8）
16．そ の 他

’
　　　　　　　 9（ 田．4＞

［7．特 に な し 　 　　　　　 　3（　5，5）

　 無 回答 　　　　　　　　 B（14．5）

5（　17．2）
K 　3．4＞
5（ 17．2）
2（　s．9）
5（17．2）
2〔 B．9）
7（24．1）
2（　 6．9）
oo8

（27．6）
oo2

（ 6．9）
05
（17．2）
1（ 3．4）
2（ 6．9）

Oooo5

（　 12．5〕
04
（ 10．0）
1（ 2．5）
1（ 2．5）
OooO2

（ 5．O）
03
（ 7．5）
S（22．5）
18〔　45．0）

OoOO2

（ 7．且）
01
（ 3．6）

oool

（ 3．6）
ool

〔 3．6）
o
匚（ 3．6）
10（35．7）
12（42．9）

1．ラ イフ ライ ン 復 旧の 遅 れ
u
　 4（ 7．3）　 0　　　 　 0

2．物の 壊 れ に よ る生 活支 障
“
　 4（ 7、3）　 1（ 3．4）　 IC　 2．5）

3．建物の安全性 が心 配 　゚　　 6qO ．9）　 2（ 6．9）　 3（ 7．5）
4．家の 修理 費用 　゚　 　　　 12（21，8）　 2（ 6．9）　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 3（ 7．5）
5．　〃修 理時期 の見通 し

’
　　 9（16．4）　 5（17．2）　 B（ 星5．の

6．家の 中の 片付け
塵
　　　　　 2（　3．6）　 3（IO．3）　 0

7．家の 再建計百
膨一

費用 舎む　 3（　5．5）　 O　　　　 O
S．家 の 再建

一
区面整理の こ と　 2（　3．6）　 0　　　　 0

9．　　〃　一
近 隣 と の 関係　　 3（ 5，5）　 0　 　　　 0

且O．交通 　゚　　　　　　　　 亘2（2L8 ）　1  （34，5）　 1（ 2．5）
11．生 活環境

一騒 音　　　　　　0　　　　 匚（　3，の　 0

正2．　　　〃　　一粉 蠱 　　　　　　　　　　　4（　7．3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1（ 3．4）　  

13．　 　 厚　 一治安，安全 性　 　 2（ 3．6）　 o　 　 　 　 o

圃4．　　 〃　一ゴ ミ　　　　　　　　2（　3「G）　 且（　3．4）　 0

匚5．　　　〃　　一そ の他　　　　　　　　　3（　5．5＞　　1（　3．4）　　O
l6．楕神的疲労 ・不 安 ・恐 悔

’
　 6（且O．9）　 二〔 3．4）　 3（　7．5）

IT．肉体 的疲 労 ・病 気 　 　 　　 　 2（　 3．6）　 0　 　　 　 0
18．そ の 他 　゚　　　　　　　 6（ 10．9）　 2（ 6，9）　 4（ 10．O）
19．特 に な し 　　　　 　　　　 7（聖2．7）　 5（1了．2）　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　15（3T．5）
　 無 回答 　　　　　　　　　　5〔　9．D 　 3（10．3）　 8（ 20．0）

ol
（　 3．6）
1（　3．6）
Ot
（ 3．6）

OoOoOOoool

（ 3．6）
3（10．7）
e
【（ 3．6）
8（28．6）
11（　39．3）

計 （瓢） 55（且00．0）　29（匪00．0）　　40（100．0）　　28〔100．0） 計（諭 55（100．0）　29（置00＿0）　40（【00，0）　　23（100，0）

8）◆ウ エ ヅ トテ ィ シュ．◆生理用品．◆ 自転車．◆薬 ．　　　 〔複数 回答〕

　 ◆ ビニ ル シ
ー

ト．◆乾 電池．◆ ガ ス ボ ン ペ ．◆ 家電製品 ．◆ 情紐機 器．
12）◆ゴ ミ回 収．◆ ガラス など の危 険物 の 処 理．◆家屋 解体の 埃，
16）○病 気 の悪 化 ．◆熱い 飲 物や 食 物．◆家 財の 保 管場 所．◆銀行が 閉ま り現
　 金化に 困る．◆ エ レペ ーダ

ー
が 止 ま り 8 階まで の 階 段生 活．◆片 付け 〔2）．

　 ◆家の 修理 の 人手不足．etc ．

　他 に多く書 か れ て い たの は，「食料 の 不足」「日用 品

の 不足」 「交 通 機関 の 不通」 で あ る．

　大阪の 2 地域 で は ，特 に 困 っ た こ と が な か っ た 者 が

存在す る．困 っ た 内容 は 「電話が 通 じなか っ た こ と」

「情報の 不足」「食料 ・日用品 の 品切れ」「交通機関の

90 （llO4）

1）◆ 4 月 に なって もガ ス 不逓 ．◆ 4 月 2 目 ま で ガス 不通 ．　　　 （複嗷 回答 〕

　 ◆ 4 月 1 日 現在ガ ス 不通．◆水漏 れ のた め水道不 逓．
2）◆ 屋 内の 破損箇所の復 旧 （水 道栓 な ど） ，◆家 電裏品 が 故 障で 不 自禹な 生 活 ．
　 ◆食器 が大 部分 割れ た た め皿 が 足 りず．◆エ レベ ーターが 停止 （2） ．etc ．
3）◆余 震が ある と大 丈夫 か心 配．◆ 見 えて い な い 部分の 損壌．◆住 宅の 応 急処

　 置をした が梅雨が心 配．◆ 撤去 して い な い隹宅 が い つ 倒壌す る か不安．etc ．
4）◆修 理 にかか る費用 が 全 く不明．◆ マ ン シ ョ ン で 共用 部分 の修理 代が大 変．
　 ◆修 理費 の 見積 もりがい い 加滅．e ヒC．
5）◆ 修理 時 朗が 不明 （業者 は下見 済み だが，職人不足，もの 不足の た め）．◆
　 家具 の 嫩去や 壁 の 修埋 が人 手不足 で で きず．◆復 旧 に 日数 がか か る，◆修理

　 に 来 て くれな い ，etc ．
6）◆片 付 けに 時 間が かか る．◆部屋 が まだ 庁つ い て い な い ．etc ．
了）○ 家の 解体 が進 まず次 の 段取 りがで きな い．◆眼 行 ロ

ー
ン が沢 山貌って い る ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．○ 住宅の 補　 ◆家 の 驛 体費用を 自治体が 全額 だせ ない ．◆土 地 問題 （借 地）

　 修 を どの よ うに した らよ い か ．etc ．
LO）◆交通網の寸 断に より時間 が か か る．費用が か か る．◆渋 滞．◆乗継 ぎ場 が

　 逮く通勣に 時間がかか る．◆電車 の 中が混 雑．etc．
量6
盤 護罸誌謁譱鸚聾隊協建覈℃鰲鼕象叢讎鰾鍔驢．

t8）◆子 供の 学 校．保育所 の 環境 （仮 設校 舎，避難所 に な っ！い る）．◆家 具 固

　 定の ノ ウ ハウ や道具 が ない ．◆ 家具 ，家 電製 品の 買 い 換 凡 資金 ．◆仮 設住 宅

　 へ の 入居．◆ 被災し た 友人，学生 の こ と．etc ．
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表 6．不足し た情報 表 7．聞 い た こ との あ る 流言

度数

  と くに な し 〔無回答 レ

  〔無回答の 比串 ）

　　　　惰　鞭　 の

　状況定義 恫驤

（含 CIM トト愉輾｝

タ　 イ 　 プ

　 　 　 　 生活悁報

　 N　　 行動指示情輾 N

度 　　決曾 は聞か 　　　 流
敗 　 　なか っ た　 余震闘漣

貫 の　　　　内
余震以外

容

 

 

兵

庫

A

55

‘ 0

“e．ax）

・
ライ フライ ンの復「日見込み 　 6
・とこ で 何が起きたの か　　　 4
・知人等の安否　　　　　　 3
・震災の 全体情報と地域情報　 4
・
避難場 所は とこか 卿そこに護 が

い る か

・とこで 誰が困 っ て い るか
・救援が い っ 来 るか 〔生き埋めの

人を助 けに）

・余震の 予知情搬 〔？）・
避難勧 告がい っ 解除 され るか

・まち づ くりの 規制・
火災

・水の 供給・
自毟 関連の水 道

・
ガスの復 1日

・交通情服・
とこで何が 買え るか

・行郵臨指示 〔今何をすれば よ い ｝・
風 呂

・
コ インラ ン ドリ

ー
・トイレ

・
市パ スの運行 状況

・病院
・住 宅

・
躙場

18B32221 兵 　 55
庫

A

　　　　　・当日震度 6 が また くる

　 28 　　・何月何 日に大 きな地震
｛50．％ ）　 ・1 カ 月 段 に 大 きな地震

　 　 　　 　
・
これ以 上の糸震

　　　　　・Ixma 以内に

　 　 　　 　
・t 月 31 日に大 きな余霞

　　　　　
・10 日目に大 きな余貰

　　　　　・再震

・
火災の多 くは放火 だ

・火事，盗人・2 年間家 を建て ては い けな い

兵　 29
庫
B

兵

庫

B

29

  　　6

  　（20、π）

・
知人等 の蜜否

・
ライ フ ラ イ ンの 復旧見込
・ひ ど い 地域以外の被災情報

4　 ・交通悄報 （通行可能箇所）　　 5
3　 ・

水 の供給 　　　 　　 　　　 　　 4
　　・お風呂　　　　　　　　　　　2

　　
・
燃 料の入 手先　　 　　　　　 2

　　・食料の入 手先

　　
・
生活情報

一
般

　　・わが家関 連の ライフラ インの復旧

　　・鰹話の 回復見込み

　　　　　
・満月の 夜 に 大地賃が くる　　

・明石大橘が地震の原 因｛2）
　 　 　　 　

・
何日後か に大 きな余震 　 　　

・
多 くの 犠牲者を出 した地域に

　　　　　・震度 6 の余震 　　　　　　　亡霊が 出る の で 慰霊祭をした

　 15 　　・（漢然と）大きな余震 （2〕　 ・00 まで火災が来て いる

〔51．了黔　 ・1カ月以 内に大 きな余震 　　・大字の 寮が燃えて い る

　　　　　・1 月26日 に震度 6 が く る と大阪の 主婦 　・活断層の所 在

　　　　　 の 聞では本気で恐れ られて い た　　　 ・
放火

　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 ・木造 の 家はだめ だ

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・A 社の建物に 被霤が多 い

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・
食料が な くなる

兵庫 小針　　8443 〔51．2竃）

兵庫小計 e4 　  16   〔19．OX）

大　 40 　 　　 26
阪 　 　 　 　 （s5．臨 ，

府
下

大 40

．阪
　　   　 23
府

　　   　〔5了，駢 ）
下

・
近 隣地域の こ と
・知人9 の 安否・
ライ フラインの復旧
・余震
・火災

・活断層 の 位置
・被災地 の

一
股居住者の状態

・
神 戸の 人 々 の安否
・避難場所 の詳細惰 親

3　 ・財近な 交通惰報 　　 　 　 　 　　 5
2　 ・

と うす 扎ば よいか 1行動 棔示）
2　 ・電話の 回復
　 　

・
自宅被 醤への対 応方法

・10日後 に また　　　　　　　　　　　　・次は奈良，泉佐野に

・「何 日何時何 分に震度 6 」 を聞 い た主 　・次は茨木．高槻 に

　 鰯が非常 食を 買いにス
ーパ ーに殺 到　　

・
風水学的に 次は 8 月 2S日・

大 きな余夐が 必ず くる〔2）　 　 　 　 　 ・食料がな くなる

・O月 O 日に 　 　　 　　 　 ・次は 大阪 に

・
（漠 然 と）余 震（4＞　　 　 　 ・ひ っ た く b、泥棒な と物騒 になる

a2
大

阪
市

　 　 　
・10日後 に同

一
規 膜の余護 　

・
関東

・
静 岡に日時付 きの塊貫予言

　 　 　 ・O 目に余震（2）　 　 　 　 ・0 月 O 日に高槻市に

1S 　 ・震度 6の余震　　　　　　　・レイ ブ や 自殺の多兜

（64．3x）・明日大 きな余震

　　　
・
且．17の 増震をあて た占い 師が、次は 3．3Z 起きるとい った

　　　 ・
（撰 鐵 と）余震 （2）

大阪’1，計 　6844 ｛64，7X＞

大　　 28

阪   　 16

市   C57．IX）

・知人 等の安否　　　　　　　3　 ・
交通情報

・市内の震災の 程度　　　　　 　 ・公立学 校の登
・
休校 摺置

・長田・東灘以外 の地 域の情報

・
畿 災編 所

・程度 に 閲する 正確な情報
・災害の全体状況　　　　　　　　　（災対 本部に電話がかか らな い ）
・
どこで何か望まれて い る か　　　 〔避難所 の学生 と連絡が取 れな い ）

全体欝　 　覃 528 ア（57、璃 レ

＊震災時の住所 の記述の あったもの を整理．
窯興庫

・
大阪 の 2 分翹は ．図 1参 照 ．

＊ St！内容 （〉内は同 じ も の の 数

そ の他・
ロコ ミ情報 が最も役 に立った

・余貫の 恐れ を テ レ ビ が強矚し た の で ，エレ ベータ
ー

が止め ら｝L，体を こ わ し た老 人が たくさん い る

・
テ レ Uで発 言してい る地 ■学 者の言 うことが事実と異 なる

大 阪小計 　 68 　   39 　  （57． 

±体計 152 　   55 　  〔36、2器｝

申震災時の住所 の記述の あったものを整理 Ω
＊表側の 兵庫

・
大 阪の 2分 覈は ，図 1 を ＃ 照 の こと ．

＊ N未配 入は ，すべ て 聡

不通 （大阪府下）」 に 集中 して い る ．

　  他に不足 し て い た こ と ・困っ た こ と

　　表 5b の よ うで あ り， 表 5a の 最 も困 っ た こ と を合

算す る と，回答者 の 被災当時 の，不足 した もの ・困 っ

た こ と の 全 体 の 様子 が わ か る．

　  　現在 （調査 時点）に おけ る ，不足 して い る こ と ・

　　　　　困 っ て い る こ と ・気掛 か りな こ と （表 5c）

　　兵庫 の 2 地域 で は，回答者の 7 〜8割に記入が見ら

れ る．交通機関 の こ とが ， 2〜3 か月 た つ と浮 上 して

き て い る．さ らに，家 の修理 （時期 ， 費用）， 家 の 安

全性 などの 住宅 に 関 わ る こ と と，区画整理，住宅再建

に伴 う近隣との 関 わ り，粉塵や ゴ ミ等の 生活環境の こ

とが 出 て きて い る．

　　また ， 精神的疲労が い ずれ の 地域 に お い て も浮 上 し，

地震後 2〜3か 月時点 に お け る特徴で あ る．

　　大 阪 で は
，

「特 に な し」「無 回 答」 が 6〜7 割 で あ り，

震災後 2 ，3 か 月後 に は，か な り平常 時 に も ど っ て い

る こ と が 推察され る．3 〜4 割に記入 が 見ら れ，そ の

内容 は 「精神 的疲労 ・
不 安 （余震の 不安 etc ．）」 と，

「自宅 の 修理 （い つ 修理 に 来 て も らえるか ， 費用

etc ．）」「自宅 の 安全性 （内部 は 大丈夫 か
， 本当に安全

なの か etc．）」 と い う住宅 に 関 わ る こ とで あ る．

　　5．被災後，不足 した情報

　　「震災後 の 生活上，と くに 不足 して い た 情報は何で

す か 」 と い う問 に 対す る 回答分布を表 6 に整 理 し た．

　　1．「とくに な し （無回答を含む）」 とい う回答比率

に つ い て．被害が広域 に及 ん だ 兵庫 で は，2 割前後に

留まっ て い る が，こ れ と対照的に大阪で は，半数は情

報 で は さして 困 ら な か っ た と感 じて い る．

　　2．情報の 内容 に つ い て ．  状 況定義 に 関す る 情

報ニ
ーズ は，兵庫 で は や は り被害大地 区に強か っ た．

大阪府内 で は 「兵庫県 で は な く
，

自分 の居住 して い る

近 隣 地域 に 関す る情報」 ニ
ーズ が 特徴 と 言 え る ，

  知 る こ と自体が主 たる目的 で あ る コ ン サ マ トリ
ー

情報 （表 で は 「知人等の 安否」が典型的）は ，全体に

渡 っ て く ま な く観察さ れ る ．  目 的達成 の ため の 手
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段 と して利用 され る 用具的情報は，表中 の 生活情報の

大半が含 まれ るが，指摘 される生活情報の種類，量 と

もに 【兵庫 A 】が 目を引 き，い か に 不確実 な生活環境

に 置かれ た かが示唆 され る ．なお
， 流言蜚語 に つ い て

は表 7 の と お り．特徴 と し て は 以下 の 2 点．  過去

の 調査結果で は 3割程度だ っ た 「流言を聞かなか っ た」

人が今回は 多 い ．  余震流言が多 い の は過去 の 調査

結果 と同 じだが ， 今 回の 場合 ， 余震流言 は 「流言」か

ど うか 疑 わ しい ．

　6．支援状況一支援 を受け た ・支援を し た の 両 面 か

　　 ら
一

　（1） 親戚
・
近隣

・友人
・
職場

・ボ ラ ン テ ィ ア

　支援 （受け た ・した ）の 状況 を図 4 に示し た．全体

を
一

覧する と，親戚 （親，き ょ うだい ，そ の他）と友

人 との 関わ りが大 きい こ とがわかる．兵庫 の 2 地域は，

支援を受け た者が 多 く， 大阪 で は ，支援 をした者が多

い ．大阪 に は，兵庫に住む親戚，知人 が 多い こ とに よ

る．なお，図中の ボ ラ ン テ ィ ア に つ い て ，支援をした

とあ るの は ，自分が ボ ラ ン テ ィ ア に参加 し支援 した こ

とを意味 して い る．

　  　支援 内容 （図 5）

　1） 親戚
一

親，子 ど も，きょ うだい ，そ の 他

　兵庫 で は 「住 ま い （避難）」 の 支援が最 も多 く ， さ

ら に 「精神的支援」「金銭」「食料」「物品」「事後処理

（家財 の 片付け etc ．）」「入浴」な ど種々 の 支援 を受け

て い る．支援 をした内容に つ い て も同様である．大阪

で は ， 支援 を受けた内容は 「精神的支援」「金銭」「食

料」「物品」 な ど が 主 で あ り， 支援 を した 内容 は
， 図

の よ うに種々 存在す る．

　2） 近　 　隣

　兵庫で は，とくに居住地 レ ベ ル の 必要な 「情報」と，

「食料」「飲料水」と い う生 存 に 不可欠 の もの を近隣 か

ら得て い る 点 が 特徴的 で あ る．支援 を し た 内容 は，

「救助」「生 活援助 （水汲み etc ．）」「食料」「飲料水」

「金銭」 「物品」 な ど多岐 に わた っ て い る．大阪 で は，．

「精神的支援」「金銭」「事後処理」「物品」の 支援が 目

立 つ ．

　3） 友　　人

　兵庫 も大阪 も同様 に，「精神的支援 （受けた ・した ）」

兵庫A

兵庫B

大 阪府 下

大 阪市

競戚
’

近隣 臥 覦

烈｝．040 ．010 ．O　 ．025 ．OIOO5 ．0　　　 　 0 釦 0

ボ ラ ン テ ィ ア

αD
陶

謝

ゆ

　 36 ／  9／a6 ／7．1／42．9　　3．6／且7．9／3 彫 a 晒 且．4　　　且0．7／2S．6　7　t／7　1　46　4　　7　且　覗 　9　3＿6　3　6　429
＊親，子ど も，き a うだ い ，そ の 他

凡例　■支援 を受けた　　口支援を した　 　皺丙方 （支援を受 げた ・支擾 を した ）　 　 受 けた ．した ，

　　　　　　　　　　　　　 図 4．支 援 状 況

い ずれか不明　　i な し ・無回答

2B）

憩

1，救助

z 金籤
よ歓料水

1．入裕

5．洗雇

6．食料

T，隹 ま い 一邑甦

8．生活撰幼
’

9．物晶

10．事後処理
”

1】．情鞭
1a鰰 的支擾

la   の 融通

A．その 値

畑

1，救助　　 　　 　 0
2．金銭　　　　　　　　5（諭
Stt料水　　　 　 0
4 入 浴　 　　 　 　 1 
5 洗雇　　　　　 1 
伍食料　　　 　　 　　　 5 
7．住 ま い 一避鬚 　　0

8．生活復助
’
　　　　 2（ゆ

a物品　　　　　　　　 5 
匸叺事後墨理

’“
　 　　 量 

11．情報　　 　　　 o

LX柵神的支擾
LS，動務晦回の融通 O　 　　 I  孤）

14e の他　　　　 0

ホ生活擾助 ’受けた 〔水駁 み．

糀 威 近 隣 友 人
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　　　　　　　　図 5．支援 内容
一

親戚
・
近隣

・友人
・
職場

・ボ ラ ン テ ィ ア
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表 8．行政 の 対応と支援 ， 行政 へ の 働 きか け

表 8a．行政 の 対応と支援

表 9．「非常 時 の 備 え」に 関す る意見

表 9a．非常時の備え
一

個人 ・家族として

兵庫 A　 　兵 庫 B　　大 阪府 下 　　大 阪市 兵 庫 A　 兵 庫 B　 　大 阪府 下 　 　大 阪市

L 金銭
一
義援金　 　 6（10．9）　 1（ 3．4）　 2（ 5．0）

2．　　”一諸費 免 除
辱
　2（　3．6）　　2〔　6．9）　　2（　5．0）

3．物資 配 給
’
　　　 8（14．5）　 0　　　　 0

4．サ ービス 　゚ 　 15（2了．3）　 6（20．T）　 4（10．0）
5．な し 　 　 　 　 　15（27．3）　14〔48．3）　14（35．0）
　無回 答　　　 　　12（2LS ）　 7（24．D　 tg（47．5）

oool

（ 3．6）
10（　35．7）
17（60．7）

L 衣
’
　　　 　　　　　 　 5（　9．D

2．水 ・食料 の僧 蓄
’
　 　 　 20（36．4）

3．住 一
風呂の 水を貯め る 　　 5（ 9．D

4．〃一モ ノの量 き方
’
　 　 13（23．6）

5．”一非常時グ ッズ の 準鏑
’31（56．4）

6．”一ぞの 他
7．家族 一集 合場 所 な ど確認

9

計 （駕） 55（100．0）　　29（旦00．0）　　40（且00．0）　　28（100．0）

　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　 〔複数 回 答〕

2）◆ 医療費，税金 ，解体 費免除 ．◆ 1−一　3か 月 分 の保 育料 の 減 免．
3）◆ 食料．◆毛布．◆寝具．
4）◆ 給水．◆ゴ ミ収集車．◆避 難所で の 無料電話．◆ 自衛隊 に よ

　 る家 屋 の 解体 ．◆ 避 難 勧告 ．◆ 融資 申 し込 み の案 内 ．etc．

8．”　 一
居場所の 確 認

9．”　 一
そ の 他

LO．そ の 他

　 無 回 答

8（14．5）
3（ 5．5）
2（ 3．6）
4（ 了．3）
07
（12．7）

0　　　　　　　4（　to．0）　　2（　 7．1）
6（　or亨6）　　17（　42，5）　　12（　42匸9）
4（　13．8）　　3（　7．5）　　2（　7．1）
4（　匚3．8）　　5（　12．5）　　5（　L7．9）
11（　37．9）　　14（　35．0）　　匚2〔　42．9）
5（17．2）　 旦（　2．5）　 3（ 10．7）
4（　置3．8）　　9（　22．5）　　6（　21．4）
4（　13．8）　　5（　12．5）　　0
2（　 6．9）　　 4（　10．0）　　 1（　 3．6）
0　 　　　 旦（ 2．5）　 0
4（　i3＿8）　　6（　匚5．0＞　　8（　28．6）

計（鑑） 55（100．0）　29（且OO．0）　40（100．O）　器 〔10D．0）

表 8b 。行政 へ の 働 きか け

◆広 報 活 動の 要請 ，◆地 域住民 の 生 活状況 の 把握．◆ 義援金の 支援
を要 請 したが 受け 入れ られ な か った ．◆ 保育料の 減免 申請．◆避難
所に お ける食事改良の 要 請．◆ 区画 整 理事業 へ の 意 見書 提 出．◆特

殊教援体 制を作る に あた り意見．

1）◆下 着．衣類の 用意 ．◆衣 計画 を 考え 直す ．　　　 　　　　 〔複数回答〕
2）◆水 と燃 料の い らない 食料 ．◆缶 詰．◆ レ トル ト．◆保 存食．◆水 と食 料

　 1 日 分．◆　
k
　 2〜3 日 分．◆　 〃　 3 日 分．◆　 〃　 1 遇閥分．

4）◆ モ ノを増 や さな い．◆家 具 の転倒 防止 ．◆寝 寛 に冢 具 を置 か ない ．◆玄
　 関 まわ りにモ ノを置 か ない ．etc．（そ の 1 ・表 6参照 ） ．
5）◆ 水．食料 （缶諮，缶切 り，保存食）．貴重品．懐中電灯．乾電漁．ラジ

　 オ ．住 所録 ．現 金 （10円玉含 ） ．衣 （下 着
一

揃 い 、上 葛 　ジ ャ ン パ   厚

　手 の靴 下，帽子 ，ス リ 7 パ ，活動 しやす い 靴，軍 手，手 袋．タ オル、b）＝
　 ッ クサ ッ ク ）．そ の 他 （マ ス ク，カ イ ロ ，生 理用 品，薬，テ ィ シ ュ ベ

ー
バ

　 ー，ウ ェ ッ トティ ッ シ ュ ，ヘ ル メ ッ ト．ノ コ ギ リ、ポ リタ ン ク，電気 コ ン

　 m ．カ セ ッ ト コ ン ロ，カ セ ッ トボン ペ ，戸 を こ じ開 け る這具．笛 や鈴）．
7）◆ 集合 場所，避 難場 所 の 確認 ．◆ と っ さの 行 動 手順 の 確認 ．

表 9b．非常時の備え一近隣 ・地域 として

が 極 め て大 きく， 親戚 よ りもそ の 比率 は 高 い もの が あ

る．「金 銭」「物品」 「食料」 「住 ま い （避難）」「事後処

理 」などの 支援が 目立 つ ．

　 4） 職 　 　場

　「金銭」の 支援 （受けた ・
した〉が主 で あ る が，「精

神 的支援」「食料」「物 品」「生 活援 助」な ど が 一
定の

割合で存在する ．

　　5 ）　 ボ ラ ン テ ィ ア

　「食料」「物品」「精神的支援」な ど が 目立 つ もの で

あ る，

兵庫 A 　　兵庫 B 大阪府下　 　大 阪市

L 物 の 備蓄
拿
　　　　 3（5．5）　 2（ 6．9）　 1（ 2．5）

2，ネ ッ トワークづ く り 2゚6（47．3）　10（34、5）　 16〔40．0）
3．情報

．連 絡網づ く　り
・
　8（　14．5）　　5（　17．2）　　　5〔　12．5）

4．避 難 所 の 確 認 　 　　 　7（ 12．7）　 3（le．3）　 7（17．5）
5．そ の 他

膨
　　　　　　 6（10．9）　 K 　3．4）　 2（ 5．0）

6．な し 　 　 　 　 　 　 　0 　 　 　 　匚（　3．4）　 O
　無回 答　　　　　　　14（25．5）　 9（3LO ）　 13（32．5）

1（　 3．6）
ll（　39．3）
3（10．7）
4（14．3）
1（ 3．6）
012
（　42，9）

計（器） 55（loe．　O）　　29（100．0）　　40（100．0）　　2S（100．　D）

　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　 〔複数回答 〕
1）◆ 水．食料．物．土 垉，資金の 準爾．◆ 井戸 を掘 る．◆備 書 倉 庫 の確 保 ．
2）◆安否 の 強認 や，そ の後 の 協力体制が で きるよ うなネ ッ トワ

ー
クづ く り．

　 ◆ 両隣を知って お く．◆ 日頃 の 挨拶 程 度 で もt 非 常 時 に は 助 けあ え る ．
3）◆近 隣 自 治会 の 連 絡網 の 設 定，◆ 隣近所の 名前 と 家族構 成を把 握 して お

　 く．◆ 高齢者 ．障 害者 のい る 家 を確 認 ．◆非常時に 備え た 話 し合い ．
　 ◆ り一ダ ー

の 必 要．◆ 　行動調練．
5）◆ 非富 ベ ルの 設置．◆ 携帯緊急電話の 設置．◇救援体M ．

　7．行政 か らの 対応 ・支援 ，．行政 へ の 働 きか け

　（1） 行政 か ら の 対応
・
支援

　行 政 か ら の 対応 と支援 は，表 8a の よ うに 「サ ービ

ス 」「物資配給」「義援金」「諸費の 免 除」な どに 大別

表 10．問題点
一

分野別

表 9c．非常時の 備え一市町村 ・県 ・国と して

兵庫A 　 兵庫 B 大阪府下 　　大 阪市

L 物 の 備警
’
　　　　　 4（　7．3）　 4（ 13．8）　　5（ 12．5）

2．危 機 管理 体 制
’

　　 　　　　　 　　　30（　54．5）　14（　48．3）　　　9（　22．5）
3．対策

・
制度 ・規制

’
　　　　　　　　　　IS〔　23．6）　　5（　17．2）　　　6（　15．0）
4．情 職

零
　　 　　　　　 　　　 8（　匚4．5）　　2（　6．9）　　　8（　20．0）
5．都市計画 ・その 他

脚
　 0　　　　 0　　　　　1（　2．5）

6．な し 　 　 　 　 　 　 O 　 　 　 1（ 3．4）　 0
　無回 答　　　　　　　　　　　15（　27．3）　　9（　31．0）　　21（　52．5）

2（　7．1）
5（且7−9）
4（14．3）
2（ 7．1）
OoI7

（60、7）
計 （沿 55（100．0）　29（100．0）　　40（100．0）　28 （量00．0）

兵庫 A 兵庫 B　　大販府下　　大阪市
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1（ 6．3）
04
（25．0）
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妻霧；liO1
（ 6．3）

li　ll耋i8
計σD 46（100．0）　　跼 （100．0）　　幻 （leO．O）　16（10D．0）

　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 〔複数回答〕
D ◆水 ，食 料．物品の 準緬．2 〜3 日分 の 水 と食 料 備蓄．◆ 資金 ，± 地
　 の 準備．
2）◆繁急時に お ける 対応 の 徹 底 （2）．◆ 災 警 に 対 す る考え を

一
本化す る，

　◆ 防 災 設備 ，消火 栓，貯 水設備 の 検討．◆消 防施設 ・組 繊の 充実．◆

　防火用 水 の確 保．◆ ラ イ フ ラ イ ン の
一

括整備．◆ラィ フ ライ ンを ま も

　る（2）．◆ラ イ フ ラ イ ンの 応急対策．◆非 常 時 の 交通 規 制．◆ 自然災害
　 の 予 知体 制 ．
3）◆ 行政と ボラ ン テ ィ ア の 分離 ．◆ ボ ラ ン テ ィ ア の 確 立 ．◆麝急時の 揃

　令シ ス テ ム の 見直 し、◆総合的な被 災対 策の 立案 と実聴，◆建築法規
　の 再考 ．○活 断層 に住 宅 を建築 しな い ．
4）◆災害 と復旧に関する地元 情報の 馭 集，伝達の 楓能確 保 ，通 信 手段 へ

　の 対 応 、◆非常時 に 地域情親が わ か る体制 づ く り（4）．
5）◆道路網 の 整備 ．◆ 這路幅 を広 く．◆ 広 場 ，公園 を も っ とっ くる （2）．
　◆避難所の 蕪管，学校 以 外に 避難 で きる 場所を考え る．◆ 安全な町 づ

　くり．◆ 防災対策を住民に 知 らせXI賺 の 必 要．◆ 災害 に 対 す る 意議の

　啓蒙．

〈不明の ぞ く〉　〔複数回答〕
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表 11，震災後の 「生 活の諸側面に お ける考え方の 変化」

■世界観 ・人生観・
価値観　 〔54 〕

　Q 自黙と人間　 （力
◆ 自然 と ともに人間は生 きてゆかねぱな らない （2）．◆ 自然 と仲 良 しの人
間の生活の あ り方が生 まれるこ とを顎 う．◆ 自然に 対する畏敬 の 念が強
くな る（2）．◆ 自然の脅威に対 し人 間の 限界を しる．etc ．

　0 文明と人聞　 （5）
◆電気や水に ウ エ イ トをか けす ぎた生 活は い けない ．◆文明に頼 りす ぎ
る と怖い ．◆人間の 文明に疑 問，◆余 りに も豊か な生 活 に慣れ ，い ざ と
い う時，生 活の 原点を見失ってい たの に気づい た のではないか．etc．

　O 人生 　 （13）
◆人生観かなり変わ る （2）．◆ 欲 をす てて シン プルに 生 きた い （2）．◆簡素
に生き よ うと思 う．◆ 目立た ず，素朴 に生 きて い た い ，◆ よ り楽 しく生
き る．◆ 人間の生 死 とい うもの が，運命的である こ とを痛感（2）．◆人聞
い つ 何が 起こ るかわからない こ とを実廐 ◆ す べ て の面で視点が変わる．
◆ 無常観 ．ete．

　O モ ノ に対する価餉闇巳　 （21）
◆モ ノに対する価値観が変わった （3）．◆物欲が去る（2）．◆価信観が根底
か ら変 化 一

モ ノを もつ こ とが大切なの で はない ．◆モ ノ へ の こだ わり意
識が薄れた（2），◆ モ ノに こだ わ らない 生活 を した い．◆形あるもの は無
くな る．◆ 大切な モ ノ もい っ かは失 うもの とい う覚悟．◆ 物財 も生 活 し
た時間の中で金銭に 換えられない 価値が付加 される もので，物 を便利に

扱うこ との み ではな い異 な っ た扱 いに つ い ての 意義を教育の 中で もおさ
え る．etc ．

　0 その 他　 （S）
◆何 が大 切か を改 め て考え させ られる．◆伺が自分の生活に と って最 も
大切か とい うこ とが身に 沁み てわ か った．◆ 人間の 肉体的，精神的 もろ
さとたくましさ の両面 を 実感 ．人命の 尊さ を痛感．etc．

パ ンの併用の 準舗．◆ エ ネルギ
ー
源の分散．◆避難場所の確認．◆その

他 （家具 自体の 防災対策な ど，その 1 ・表 6参照 ）．etc．

　O その 他　 （1の
連絡の 取 り方，集 まり煬所 の 確認 ，避 難場 所 の 申 し合 わせ （5）．◆ 非常時
の心構え （2）．◆非常時に生 き延びれるの は．国によってでな く，自分た
ちの 力や 身近な人々 の 助けに よ る とこ ろ大で ある．◆ 備蓄す る こ との 大

切さを感 じた．◆水の 大切 さを痛感．etc．

■人間関係に関する意臓　 〔43 〕

　O家族関係　 （18）
◆家族の 大切さ（7）．◆家族の 絆が深 まった （4）．◆家族関係が不安定な状
態にな る．◆助け合いが ス ム ーズ に行 われた ．◆ 家 族 との 連絡マ メに な

る．◆親戚と の っ なが りを大切に ．etc ．

　O 近隣 　 （IT）
◆近所づ きあい の 大切さ（2），◆ 人間 どお しの 連帯で の りこ えて い く．◆
地 域社会の 関わ りを深め る ．◆家 とい うの が 建物で なく，人間どお しの

っ ながりで あるとい う当た り前の こ とを実廠．◆ 自治会活動を普段の生

活 の なか で生 きた活動とな る ように して お く必要が ある．◆自治会 ・婦
人会 ・消防団の 強化．◇連絡体制の 強化．◆ネ ッ トワ ーク，非常時の体
制づ くり．◆地域で 防災の為 の 自主紐織 の必 要性 ．etc．

　o友人　 （2）
◆友人関係が親密に なる．◆友人 との つ なが りの 大切さ．etc．

　O その他　 （6）
人間の 悲 しさを感 じる．◆人間関係の 大切さが わ か った（2）．◆助け合い

の精神．◆ 人間性の信頼費美．etc ．

■生活観
・生 活慧織

・
生活疎度　 〔43 〕

　O シ ンブル な生活 　 （24）
◆シ ン ブ ルライフを心がけたい（の．◆生活の簡素化（8）．◆生 活 を簡素化
し大切なもの に集約する生活 を したい （3）．◆人間の生 活 は簡素で あ りた

い と改 めて 感 じる．◆生 活全般にわた って もっとス リム な生活を したい．
◆簡素な生 活が よい と考え た （2）．◆身の 回 りの もの は で きる だ け少量 で

生活 （3）。◇必要な もの だけに して，それ を大 切 に 使 用す る とい う考え 方
に変わる．◆効率，便利 さに よ りか か る生活の 仕方で はな く，モ 丿がな
くて も暮 らせ る生 活の 仕方 （単純な生活）を求めてい きた い．◆必 要な

もの が必要なだ けあ れ ば暮 らしてい け る
一

そ うい う思 いは崩れ．今は も
との 暮ら しがで きな い こ とを嘆 く．etc ．

　O ぜ い たくを避 ける生活
・
無駄の ない 生舌 　 （11〕

◆無駄の な い生活 ◆ あ まりに も賢沢で 無駄な生 活を送ってい たか反省
◆貰沢な生 活を考え 直す こ とが大切，◆い ままで以上 に 「清 貧な暮 らし亅

を実行．◆高価な ものに対す る価 値 観が 薄れ た．◆食 べ 物を大切 に贅沢
す ぎない ように．etc．

　O衣生活　 （8）
◆ シ ンプルが 一

番．◆ 衣服 は機能性，◆衣料に つ い て もう少 し計画性を
もって 購入 したい ．◆衣料を甑 最 低の枚数 と し，今まで の もの を最
大限に 利用する工 夫．◆衣料も収納場所を考え，増や さない 心構え とな
る ．◇ 衣料 な ど足 りて い る もの は，あま り買わない ように したい （2）．

Q 住生看 （そ の 1 ・表 6参照）

鳳災害時に傭え る，心 揖 えの あ る生話態 度 　 〔98 〕

　0 衣　 （T）
◆活動 しやす い ことが衣服の原点．◆就寝時に はす ぐ着用で きる衣類を
整 え て お く  ．◆パ ジ ャ マ ，トレ

ー
ナ
ー

な ど起きて す ぐ行動 出 来 る もの．
◆作業に 適 した ジ ャ ンパ ーな どの用意，◆ 1〜2 日分の 下着を常備．etc．

　O 食　 （斜 ）
◆非常食を常備（11），◆水と燃料を 必要 としな い食料を常備（3）．◆1 週
間分 （缶詰と レ トル ト） を備蓄（2），◆食料 3 日分を備蓄  ．◆食料最低
2 日分備蓄，水は 1e2 本備蓄．◆水は 2− 3 日分備蓄，◆ 絶 えず 水 を

汲みおく（8）．◆保存食品を上手に消化 してい く．◆缶 詰 の食 料 を多い め

に 用意 ．etc．

　Q像　 （輯 ）
◆ 非常時の 持出し袋の 用意（23）．◆非常時の 持出 し袋の再点検．◆ トラ
ン ジス タラ ジオ、懐中電灯，ろ うそ く．マ ッ チ を常備．◆ 風呂の湯 を貯
め る（5）．◆大 切 な もの の整理 ．◇ どの よ うな災害に対 して もモ ノ を増や

さない ように 整理，最小限の 生活環境に してお く．◆寝室 に は何 も置 か
な い （鈔．◆モ ノ の 置場に 気をっ ける（2）．◆停電時の 対策．◆井戸，プ ロ

■往居 観 ・住意臓 　 〔25 ，

　○住宅の 選択行動に関わる意職　 （21）
　
・
住壱隠造 （18）

◆災害に強い住宅（4）．◆地震に強い 搆進の 住宅  ．◆耐震 ・耐火の構遣
の 住宅．◆屋根は軽い もの （5）．◆窓の 多い家は だめ ．◆ 壁の 多い 家 ．◆

基礎の しっ か り した 住宅 ．◆ 鉄骨は よい （3）．◆鉄筋コ ン クリ
ー

トはよい

（4）．◇木 造 はだ め   ．◆ 直後，木遣に 不信感 ，今 はそ うで ない ．etc．
　
・
住宅形式 （正0）

◆ マ ンシ ョ ンの 問題点を改めて実感、問題の 難し さ（5）．◆マ ン シ ョ ン の

購入 を差 し控え る（4）．◆戸 建 て はよ い．
　
・
所有形式　（9）

◆持ち家より賃貸．◆持ち家の 所有に迷い．◆賃貸が 一
番気楽である．

◆借家の方が よ い（3）．◆公 営住 宅 が一番．◆賃貸マ ン シ ョ ン で よか った

  ．◆ 持ち家志 向を考え直す．◆マ イホ
ー

ム は持つ 気がしな くな る．
　
・
高 さ　（8）

◆高層は避 ける．◆高層 よ り，低層に住 み た い（2）．
　・その他　（1）
◆老後募らしやすい 家

0 住み方に関わる意瞰 （その 1 ・表 6参照）

　oa1xmat こ関 わ る臓 　（4）
◆常に補修が必要 ．◆ 持 ち家

・
借家に っ いて足期的に チ ェッ クす る維持

管理 の 制度化．◆住宅の 維持管理 ，計画修繕（2）．

墨住環境
・
町づ くりに関する意謙　 〔29 ，

◆ 自分 の 町 によ り愛情 を感 じる よ うに な る，◆緑の 大切さ，心 の 傷 を癒
して くれた．．◆密集地帯に は住 まtsい．◆ 都市計画 をき っ ち り し，道 路
幅を広 げる，◆町内の

一
部 に，公園な どの 広場 （避 難場所）が必要．◆

防災地域 （広場 ，公園）はぜ ひ必要、◆地 域に 貯水槽．◆広い 道．公開．
空地，公 囲など充分に 備え た都市計画 の貢要性 ◆地 震 に強 い町づ く り

◆高齢者 の た めの 避難所の あ り方，避難方 法．◆安 全 な町づ くりを考え

直す必要 が あ る，◆防災だ けで都市づ くりをす るの は，地域文化の 破壌
に な る．◆都市へ集中 しすぎ，便利ばかり追求するの は恐い，◆見せ か
けだ けの 便利牲，快適性より，本当の 豊か さを 追求す る ことが大 事 ，生

活 も住宅 も町づ くりも．◆ 確実な町づ くり，コ ミ ュ ニ テ ィづ くりが必要．
◆ 町づ くりに 住宅 参加 の 必 要性，etc ，

膤 地震 災 害の 再認 臓 　 〔3 〕

◆地震の 認議を新た にす る ，◆震災にっ いて 「神戸は安全亅 である との

過 信 ．◆ 関酉は地 震が 少な い とい う考え方が くつ がえされ る．
・特に なし （5）　　 〔　 工内の 数値 ：枠で 囲ん だそ の項 目に関わる回答数・無回答　（22）　　 （　 ）内の数笛 ：その 項目に関わる回答数
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され ，被害が甚大な地域 ほ ど，そ の 比率 は高い ．

（2） 行政 へ の 働 きかけ

　表 8b に 掲げ た も の が 全 て で あ り，多岐 に わた る．

　8．非常時に備え て心掛 け て お くとよ い こ と

　（1） 個人 ・家族 と して （表9a ）

　「非常時 グ ッ ズ の 準備」 「水 ・食料 （保存食，水や 熱

源 を必 要 と し な い ）の備蓄」「モ ノ の置 き方」「家族 の

集合場所，避難 の仕方 の 確 認」「家族 の 居場所 の 確認」

など に大別され る．非常時 グ ッ ズ の 種類 は
， 欄外の 注

の ように 種 々 の もの が 記入 さ れ て い た．備蓄量 と して ，

1日か ら 1週 間まで の意見が見 られたが，最も多く記

入 の あ っ た の は，2 〜3 日分 で あ る ．

　  　近隣 ・地域 と して （表 9b）

　「ネ ッ トワ
ー

クづ くり」 「情報
・連絡網 づ くり」「避

難所 の 確 認」「物 の 備蓄」に まとめ られ，とくに，非

常時 に対応で きる ネ ッ トワーク ・連絡網 の 重要性 の 提

案が 目 立 つ ．

　  　市 町村 ・県
・
国 と して （表 9c）

　「危機管理体制」「対策 ・制度 ・規制」「情報」「物 の

備 蓄」「都市計画 ・そ の 他」に ま と め られ，そ の 具体

的内容は ，欄外に 示す とお りで あ る．

　9．生活 の 諸側面 に お け る 問題点

　専 門分野 に 関わ りな く， 体験 の 中か ら 問題点 と考 え

る こ とを尋ね た結果 を表 10 に示 した ．兵庫で は ，ラ

イフ ラ イ ン （水道 ・
電気 ・ガ ス ）を問題点 に あげ る者

が 最 も多 く，
生 活困難 と し て最 も大 きか っ た もの で あ

る．次い で 生活情報，ボ ラ ン テ ィ ア ， 食物 ，住居，高

齢者，行政が続 く．大阪 で は，住居，ラ イ フ ラ イ ン
，

高齢者 ， 行政 とい う順 で あ る．そ の 具体的内容 は割 愛

す る．

　10．震災後 の 「生活諸側面 に お け る考え方 の 変化 」

　
“
震災前 と比 べ て

， 考え方が 変わ っ た こ と があ りま

すか。家族関係，家庭経済 ・経営 ・管理 ， 食料 ・食生

活，住宅 ・住環境，町づ くり等 の あ り方，生活全般の

あ り方 な ど ご 記入下 さ い ．
”

とい う問い に対す る 記 述

内容 を 整 理 し た もの が 表 11で あ る （なお，調査票末

尾 の 自由回答欄か ら も関連記述 を洗 い 出 し， それ らも

合わせ て 整理〉，震災後 2〜3 か 月時点 まで の ，体験

や 情報 をもと に
， 回答者 自身が とくに考えた こ と，感

じた こ とが記入 され て い た （そ れ以後，また な ん らか

の 変化が 微妙に 生 じて い る と思 わ れ る ）．そ の 内容 は

大 きく 7 つ に グル
ーピン グされ た．住み方に関する こ

とは，別途，質問 し，そ の 1 ・表 6 に まとめて い る．

　大震災 は
， 「自然 や文明 な どと人間との 関係」「人生

観」「モ ノ に対する価値観」「生活観」とい っ た ， 生活

の根幹に 関わる考え方 を揺 れ 動 か した こ とが わ か る．

さ らに 「人間関係 （と くに 家族 関係 と近隣関 係 ）」に 関

す る 記述 も目立 ち，そ の 大切 さ を主張す る もの で あ る．

　「災害時に備え る，心構 え の ある生活」 に つ い て の

記入 が とくに 目立 つ ．こ れ まで 関西で は，非常時の こ

と を 生 活 の 中で考 える こ とは殆 どさ れ て い なか っ た．

それ を反映し とりわけ強い 主張が見 られた．家具 の 転

倒防止策をはじめ，日常生活 （衣 ・食
・
住

・
家族 etc．）

に お け る地震対策 の 重要性 を指摘 して お きたい ．傷害

の 有無 ， 生死 を分け る こ と が ありうる か ら で あ る．

　また，「住宅の選択行動」に 関わる意識 ， なか で も

住宅構造，所有形式 に 関す る もの が 目立 つ ．さ ら に

「住宅 の 維持管理」 の 重 要性 の 主 張も見ら れ た ．「住

環境や町づ くり」に 関す る こ とに つ い て ，ソ フ ト，ハ
ー

ドの 両面 の意見が 存在す る．

　震災後に 生 じた種 々 の 情報の 中で ，人 々 の 間 に，誤 っ

た認識 の まま に お か れ た 情報 が な い か検討 し て お く必

要が ある．例 えば
， 在来木造 （軸組）の被害が多か っ

た た め，
一

時，木造 に 対す る不信感が生 まれ た．こ れ

は ，在来木造 に は 既存不適格 が 多い こ とが 主 に 原 因 し，

被害が大 きか っ た の で あ り，在来木造は だ め とい っ た

偏見 を形成 しな い 注意が必要で あ る．

　
一

方で ，被害 の 少なか っ たプ レ フ ァ ブ
，

ッ
ーバ イ フ

ォ
ーに対す る 人 々 の 評価 は

， 今後 の 住 宅 の 選択行動に

影響 を与え る と 考 え る．さ ら に
“
地 震に 強 い 家

”
と い

うこ とが ，今後の住宅 に 対 し強 く意識 され よう．人 々

の 住 意 識 が 震災 の 影響 を受け，揺れ動い た一端が こ の

調査 か らもうか が え る．

　 11．お わ りに

　都市型地震 を初 め て 経験 し， 利便性，快適性を求め

て構築 して きた もの が 一
挙 に くずれ ，ラ イ フ ラ イ ン す

ら確保 しえな か っ た の で ある．今回の 地震 に より， 自

然と人間，文明と人間，モ ノ と人間，人 間と人間の 諸

関係 を見直す必要を投げ か け られ た ．こ れ ら の 諸 関 係

とそ の あ り方 を ， 生活視点 か ら追究す る こ とは ，も と

もと，総合科学一家政 学の 目標 とす る とこ ろ で ある．

（執筆分 担
一
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